
 

1．身体的拘束に対する方針 

当院は、患者さんの意思を尊重した医療及びケアを提供しており、患者さんに寄り添う

ために、必要な内容について話し合います。 

 患者さんの状況（家族構成や暮らしなど） 

 患者さんが大切にしたいこと（人生観や価値観、希望など） 

 医療及びケアについての希望 

身体拘束は、身体的にも精神的にも弊害を生じる可能性があるため、原則的には行

わない方針です。 

2．身体的拘束最小化のための取り組み 

当院は、患者さんの尊厳を守る医療及びケアを提供しています。 

当院の指針に基づき、身体拘束は原則として行いません。そのため、以下の取り組み

を行っています。 

 患者さんの背景を理解し、専門のチームや多職種で話し合います。 

 日常的に、患者さんへの尊厳を守るケアに努めます。 

 身体拘束をやむを得ず行う場合は、患者さんやご家族へ十分に説明し、同意を

得て実施することを原則とします。 

なお、患者さんの生命・安全確保のために緊急やむを得ず身体拘束が必要となる場

合には、医師と看護師を含む多職種で十分に検討し、次の 3 要件をすべて満たした

場合に限り、必要最小限の身体拘束を行います。 

 患者さん本人または他の患者さん等の生命または身体が危険にさらされる可能性

が著しく高いこと（切迫性） 

 身体拘束などの行動制限を行う以外に他の方法がみつからないこと（非代替性） 

 身体拘束やその他の行動制限が一時的なものであること（一時性） 

3．身体的拘束の実施状況 

身体的拘束最小化推進体制加算対象病床における身体拘束実施率は、以下の通

りです。 

0.5％（対象期間：2025 年 4月～2026 年 3月） 
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